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●靴選びのポイン ト かかとがくし

甲がくい込んで
込んでいなし

しヽなし‘

くるぷしが

当た

指が
アーチが 正しい重心

自由に動 く合っている1 の位置

トップラインが

開いていない

愈

職
人
の
抜

長
田
の
会

九
五
年
（
平
成
七
）
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て

兵
庫
高
校
、
苅
藻
中
学
校
な
ど
の
避
難
所
運
営
に

携
わ
ら
れ
た
愛
知
県
下
の
七
市
町
の
二
十
人
が
五
年

後
の
長
田
の
街
を
訪
ね
て
来
ら
れ
た
。

世
話
人
の
春
日
井
市
の
小
黒
清
光
さ
ん
は
「
当

時
の
貴
重
な
体
験
を
行
政
に
役
立
て
た
い
と

〔愛

五
年
後
の
長
田
を
歩
く

知

・
長
田
の
会
J

を
結
成
し
交
流
会
を
開
い
て
い

る
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

皆
さ
ん
は
四
月
二
十
二
日
十
時
に
名
古
屋
を
出

発
し
、

年
間
の
長
田
」

午
後
一
時
に
当
資
料
室
に
着
か
れ
て

「五

を
語
り
合
っ
た
。
当
時
の
避
難
所

は
四
月
か
ら
新
し
い
体
制
で
運
営
か
始
ま

っ
た
ば

か
り
で
苦
労
が
多
か
っ
た
時
で
あ
る
。

当
時
の
避
難
所
の
リ
ー
ダ
ー
だ

っ
た
方
々
と
も
再
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復
興
状
況
を
議
会
活
動
へ

ir

飯
田
市
議
会
総
務
文
教
委
員
会

m苔

五
月
晴
れ
の
十
六
日
、
長
野
県
飯
田
市
議
会
の

総
務
文
教
委
員
会
の
一
行
十
二
人
が
復
興
状
況
の

視
察
に
来
ら
れ
た
。

九
時
五
十
分
に
バ
ス
が
到
着
し
議
会
事
務
局
の

吉
川
元
勝
さ
ん
と
一
年
ぶ
り
の
挨
拶
を
交
わ
し
、

長
田
の
町
並
み
が
望
め
る
七
階
会
議
室
で
震
災
時

の
避
難
生
活
や
復
興
の
街
づ
く
り
に
つ
い

て
真
陽

防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
正
賀
さ
ん
の
報
告
を

聞
き
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

最
も
関
心
が
裔
か

っ
た
の
は
再
開
発
と
区
画

人

・
街
・
な
が
た
／
発
行

震
災
資
料
室
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電
話

(
0
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7
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発
行
人
／
寿

広

文

編
集
人
／
武
川
・
福
谷

建
物
の
入
り
口
に
は
一
松
葉
抜
型
製
作
所
」
の

小
さ
な
看
板
が
掛
か
っ
て
い
る
。

ア
ル
ミ
戸
を
開
け
る
と
約
十
坪
の
工
場
の
土
間

に
は
グ
ラ
イ
ダ
ー
が
据
え
つ
け
ら
れ
中
央
に
は
作

業
台
が
置
か
れ
て
い
る
。
五
セ
ン
チ
程
の
厚
さ
の

天
板
に
は
万
力
が
固
定
さ
れ
様
々
な
穏
（
や
す
り
）

が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

田
中
幸
夫
さ
ん

(51
オ
）
は
こ
の
道
二
十
五
年

に
な
り
、
義
父
の
代
か
ら

だ
と
五
十
五
年
に
も
な
る
。

ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ

ー
ズ
の

工
程
を
大
き
く
分
け
る
と

商
品
企
画
ー
型
紙
製
作
ー

裁
断
ー
縫
製
ー
吊
り
込
み

1

本
底
圧
着
ー
仕
上
検
品 叫2号

皆
さ
ん
は
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飯
田
市
議
会

眩
人

の

技

五

十

五

年

の
経
験
と
勘

文
化
財
レ
ス
キ
ュ

ー
隊
②

「自
治
研
」

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

衿

｀
っ

砂

慰

＼
疇
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の
杉
浦
さ
ん
は

夜
は
、

当
時
の
応
援

晦
員
用
の
太
山
寺
保
養

セ
ン
タ
ー
で
宿
泊
を
さ

れ
、
翌
日
は
淡
路

・
北

淡
町
の
震
災
記
念
館
へ

向
か
わ
れ
た
。

「長
田
は
私
ど
も
に
と
っ
て
つ
く

づ
く
思
い
入
れ
の
あ
る
土
地
に
な
っ
て
い
る
」
と

感
慨
深
げ
で
あ
っ
た
。

整
理
事
業
の
決
定
過
程

と
進
捗
状
況
に
つ
い
て

で
あ

っ
た
。
続
い
て
新

長
田
駅
北

・
南
地
区
を

歩
か
れ
勉
強
を
さ
れ
た
。

‘̂

「[

飯
田
市
と
の
交
流
は
震
災
時
の
自
治
労
ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
縁
で
今
日
ま
で
地
域
ぐ
る
み
で
続
い
て

い
る
。
木
下
区
長
は

[来
年
の
感
謝
の
催
し
に
も

ぜ
ひ
来
て
ほ
し
い
」
と
願
っ
た
い
る
。

愛
知

「長
田
の
会
」

注
十
五
年
の
経
験
と
勘

岡
崎
市

と
な
る
が
抜
型
は
型
紙
製
作
の
次
の
作
業
で
実
工

程
の
ス
タ
ー
ト
台
の
位
置
づ
け
に
な
る
。

型
紙
に
合
わ
せ
て
抜
型
を
つ
く
り
グ
ラ
イ
ダ
ー

で
研
磨
し
最
後
は
目
の
細
か
い
鑓
で
仕
上
け
る
ー

ー
自
動
化
さ
れ
て
き
て
い
る
中
で
職
人
の
腕
か
出

せ
る

「手
作
業
」
の
世
界
だ
。

受
注
か
ら
納
品
ま
で

三
•

四
日
か
ら
一
週
間
だ

が
サ
ン
プ
ル
は
そ
の
日
の
う
ち
に
納
め
る
と
い
う
。

震
災
後
、
プ
レ
ハ
ブ
の
仮
設
の
折
に
は

B
B
C

放
送
が
取
材
に
き
た
そ
う
だ
。

田
中
さ
ん
は
＿
足
は
第
二
の
心
朦
と
言
わ
れ
、

自
分
の
足
に
合
っ
た
靴
を
選
び
な
さ
い
一
と
教
え

て
く
れ
る
。
ま
た

「ニ

・
三
時
間
で
自
分
の
靴
づ

く
り
が
体
験
で
き
る
場
所
が
あ
れ
ば
楽
し
い
」
と

語
っ
て
く
れ
た
。

会
を
さ
れ
親
交
を
深
め

ら
れ
た
。



(3) 人・街・ながた震災資料室だより 人・街・ながた震災資料室だより (2) 

被
災
地
へ

「
あ
れ
か
ら
五
年

。
新
建
築
は
完
成
し
て
も
社

会
の
矛
盾
は
拡
大
し
て
い
る
。
神
戸
市
民
の
悪
戦

苦
開
か
ら
現
代
社
会
に
共
に
生
き
る
私
た
ち
が
学

び
と
る
こ
と
は
尽
き
な
い
。

月
間
自
治
研

3
月
号
で
は
次
の
十
一

の
論
文
、

報
告
に
よ
る
震
災
復
興
の
検
証
を
特
集
し
て
い
る
。

『
市
街
地
復
興
と
都
市
計
画
』
高
寄
昇
三
著
（

元
神
戸
市
厳
員
で
現
甲
南
大
学
教
授
）

『
都
市
の
復
興
を
考
え
る
』

日
野
孝
雄
著
（
元

姫
路
独
協
大
教
員
長
田
文
化
協
議
会
事
務
局
長
）

『
地
方
財
政
制
度
と
震
災
復
興
』
永
松
伸
吾
著

（
中
央
大
卒
阪
大
大
学
院
博
士
課
程
在
籍
）

『
神
戸
の
生
活
再
建
・
五
年
の
取
り
組
み

』
後

藤
範
三
著
（
神
戸
市
生
活
再
建
本
部
調
整
課
長
）

『
被
災
者
の
生
活
再
建
ー
鑢舅をサ
ポ
ート
する立爆から
ー
』

龍
野
和
美
著
（
神
戸
市
薇
労
衛
生
支
部
副
支
部
長
）

『
復
興
を
自
立
の
足
が
か
り
に
』
村
井
雅
清
著

（
神
戸
市
生
ま
れ
阪
神
淡
路
大
裳
災
被
災
地

N

G
o
協
働
セ
ン
タ
ー
代
表
）

『
あ
れ
か
ら
五

年

忘

災

と

の
闘
い
が
は
じ
ま

っ
た
』
桑
島
宗
利
著
（

新
宿
区
職
員
労
働
組
合
執

行

委

員

現

評

事

務
局
長
）

7
倅
’泡
ー
F
河
ー
ド
洞
ー

状
態
で
し
た
が
レ
ス
キ
ュ

ー
隊
に
よ
っ
て
無
事
古

文
化
財
レ
ス
キ
ュ

ー
隊

佐

藤
定
義

（神
戸
市
住
宅
局
住
環
境
整
備
課
）

、,;~-
'・" 
三三二→ i -W-『

支
援
活
動
へ
の
参
加
』

市
三
穂
公
民
館
勤
務
）

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
紡
ぎ
出
す
I

靖櫨放送局エフエ
ムわ
い

わいの沼馳
ー
』
李
主
嬰
著
（
関
大
経
済
学
部
卒
エ
フ

エ
ム
わ
い
わ
い
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

『
震
災
か
ら
問
わ
れ
る
住
民
自
治
』
金
泰
燦
著

（
在
日
雑
国
民
団
西
神
戸
支
部
副
団
長
）

『
エ
ス
ニ
ッ
ク
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
か
ら
見
た
神
戸

の
五
年
』
金
宣
吉
著
（
長
田
区
居
住
神
戸
定
住

外
国
人
支
援
セ
ン
タ
ー
副
代
表
）

様
々
な
視
点
か
ら
貴
重
な
提
言
が
含
ま
れ
て
お

り
、
ぜ
ひ
一

読
し
て
み
た
い
一
冊
だ
。
（
定
価
六

0
0
円。

ご
希
望

の
方
は
震
災
資
料
室
ま
で

。）

3
二
店
災
5
年

卵
自
治
研

再
ぴ
あ
の
被
災
地
へ

•
、

ー逸ート
送ー
ド
＼
ド
g

岡
本
佳
宏
著

（
飯
田

人
び
と
が
・11
ホ
体
を
つ
く
る

人
び
と
と
・11.m
体
が
政

ii.バ
＿
つ
く
る
．

人
び
と
と
・11
治
μ
と
政
府
が

111w.”
う
な
ぐ

レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
の
要
請
が
あ
っ
た
の
は
、

お
わ
り
に

文
書
は
救
出
さ
れ
ま
し
た
。

護
に
あ
た
っ
て
は
、

個
人
の
力
で
は
到
底
無
理
な

よ
り
倒
壊
し
、

保
管
さ
れ
て
い
た
古
文
書
の
保

貴
重
な

1

9
世
紀
前
期
の
葦
葺
の
母
屋
が
地
震
に

東
灘
区
の
旧
家
井
上
家
で
は
、
市
街
地
に
残
る

年
6
月
に
国
指
定
重
要
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

国
の
文
化
財
保
護
審
議
会
の
答
申
に
よ
り
平
成

9

が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
修
理
後
、

訊
新
長
田

「虎

駅
南
側
の
大
凰

正
筋
や
本
町

1

k
▼

hバ．

筋
を
中
心
に

新
長
田
ま
る
ご
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
が
催
さ
れ

多
く
の
若
者
が
出
店
を
だ
し
た
り
、
買
い
物
を
し

た
り
し
て
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

今
回
の
催
し
の
呼
び
か
け
は
新
長
田
ま
ち
づ
く

り
会
社
で
、
商
店
街
の
ポ
ケ

ッ
ト
広
場
で
は
ラ
イ

ブ
が
行
わ
れ
た
。
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
震
災
時
、

テ
ン
ト
村
で
あ

っ
た
南
駒
栄
公
園
に
置
か
れ
新
進

気
鋭
の
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
達
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
競

い
あ
っ
た
。
神
撫
太
鼓
と
な
か
よ
し
太
鼓
の
皆
さ

ん
も
出
演
さ
れ
大
き
い
拍
手
を
浴
ひ
た
。

，

今
回
の
催
し
に
併
せ
て
あ
す
た

ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
長
田
の
街

の
歴
史
変
遷
展
と
震
災
資
料
室

展
も
開
か
れ
て
い
る
。

歴
史
展
で
は
長
田
神
社
が
節

分
の
時
に
行
う
追
灘
式
の
鬼
の

面
も
特
別
に
出
展
さ
れ
た
。

ぃ
．
？
廠
や
か
に

7
リ

ー

マ

ー

ケ

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

三
．
五

c
m
の
木
造
大
日
如
来
坐
像
や
経
典
な
ど

ヽ
~

゜

し
ょ
う
カ

さ
ら
に
内
部
に
高
さ

し
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

半
分
に
は
金
箔
が
、
後
半
分
に
は
銀
箔
が
施
さ
れ

院
で
修
理
を
受
け
た
際
、

像
の
内
部
が
内
側
の
前

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
に
よ
り
保
護
さ
れ
た
あ
と
、

の
木
造
大
日
如
来
坐
像

ま
た
、

宝
満
時

（
長
田
区
東
尻
池
町

2
丁
目
）

（
当
時
指
定
文
化
財
）
は
、

美
術

的
な
活
動
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
全
体
の
課
題
と

こ
と
の
な
い
よ
う
に
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
の
効
果

た
ち
は
、

二
度
と
埋
も
れ
た
貴
重
な
資
料
を
失
う

模
災
害
へ
の
い
い
経
験
に
な
っ
た
は
ず
で
今
後
私

が
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
試
み
は
将
来
の
大
規

あ
り
、

思
っ
た
よ
う
な
活
動
が
出
来
な
か
っ
た
気

の
試
み
と
い
う
こ
と
で
、

人
手
と
資
金
に
限
り
が

文

化

財

の

被

字

し
か
し
残
念
な
が
ら
広
報
不
足
と
わ
が
国
初
め
て

が
も
っ
と
必
要
性
に
迫
ら
れ
て

い
た
は
ず
で
す
。

3

5
件、

救
援
実
施
が

1

6
件
と
な
っ
て
い
ま
す

参
考
資
料

ツ

、

「阪
神

・
淡
路
大
震
災
文
化
財
等
救
援
事
業

・
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
」

兵
庫
県
教
育
委
員
会
発
行

木
造
大
日
如
来
坐
像

（国
指
定
菫
要
文
化
財
）

「
西
摂
大
観
」
に
あ
る
寺
記
及
び
古
文
甚
な
ど

に
よ
れ
ば
、
宝
満
寺
は
大
同

3
年

(
8
0
8
年）

弘
法
大
師
が
開
創
し
、
も
と
和
田
山
の
字
寺
山
（

現
在
の
兵
庫
区
和
田
山
付
近
）
に
あ
っ
た
が
、
冶

承

4
年

(
1
1
8
o
)
平
清
盛
が
、
福
原
内
裏
造

築
の
と
き
現
在
地
に
移
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

寿
永

3
年

(
1
1
8
4
)
源
平
に
よ
る
一
の
谷
の

合
戦
で
伽
藍

の
大
部
分
を
焼
失
し
た
が
、
文
永

3

年

(
1
2
6
6
)
亀
山
天
皇
の
勅
命
で
法
燈
国
明

国
師
に
よ
っ
て
、
禅
寺
と
し
て
再
建
さ
れ
た
と
い

う
。
ま
た
、
建
武
年
中

(
1
3

3
4
|

1

3
3
6
)

に
は
足
利
尊
氏
の
崇
敬
を
受
け
、
伽
藍
の
修
復
及

び
寺
領
を
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
の
ち
、

天
正

7
年

(
1
5
7
9
)
荒
木
村
重
に
よ
り
寺
禄

を
没
収
さ
れ、

伽
藍
は
焼
き
討
ち
に
遭
い
衰
退
す

る。
昭
和

2

0
年

(
1
9
4

5
)

6
月
5
日
、
米
軍

に
よ
る
空
襲
で
宝
満
寺
は
全
焼
し
、
寺
史
に
関
す

る
文
甚
貸
料
は
焼
失
す
る
も
の
の
、
大
日
如
来
坐

像
と
い
く
つ
か
の
寺
宝
は
、
境
内
の
枯
れ
井
戸
に

隠
さ
れ
て
い
て
被
災
を
免
れ
た
。

平
成

7
年

(
1
9
9
5
)
1
月

1

7
日
の
阪
神
淡

路
大
和
戊
災
で
伽
藍
の
総
て
が
損
侶
を
被
っ
た
が
、

幸
い
に
も
火
災
か
ら
は
免
れ
修
復
さ
れ
た
。


